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１．概要（Summary） 

がんと関連性のある DNA 塩基のメチル化を検出可能

な表面増強ラマン分光用ナノ構造体（金ナノ粒子二量体）

の作製を目的とした。ナノ溝にトラップされた金ナノ粒子を

用いて光を増強し、ラマン分光により識別・検出した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

大面積超高速電子線描画装置、UVオゾンクリーナー・

キュア装置、水蒸気プラズマクリーナー 

【実験方法】 

電子ビームリソグラフィとシリコンドライエッチングで作製

したナノ溝に、平均直径100 nmまたは200 nmの金ナノ

粒子を液架橋力によりトラップした。その後の表面処理と

して、UV オゾンクリーナーまたは水蒸気プラズマクリーナ

ーにより、粒子表面に付着した分子の除去を行った。基

板上に分析対象溶液を滴下し、研究室の顕微ラマン分光

装置によりラマンスペクトルを取得した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した金ナノ粒子二量体構造を Fig. 1に示す。レー

ザスポット内に金ナノ粒子二量体がひとつのみ存在する

ようにナノ溝の配置を行った。金ナノ粒子同士の接続部

分で光の巨大増強場が生成される。この増強場をレーザ

スポット内にひとつのみとすることで、1分子検出を行う。 

メチル化がされていないアデニンのみで構成された

DNA オリゴマーとメチル化したアデニンがひとつのみ含

まれた DNA オリゴマーを用いて、スペクトルの違いを調

べた。その結果、734 cm−1 付近のアデニン由来ピークに

おいて、ラマンシフトの変化が確認された。 

 

Fig. 1 SEM and TEM images of fabricated gold 

nanoparticle dimer 
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なし。 
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